
全国・福岡県のこの一年［平成２０年１０月～］ 

 

１ 全国 

 

（１）国など 

  ２１年 ６月 

  

・著作権法の一部を改正する法律が、第 171 回通常国会において成立、公布され 

 た。 

 著作権法の主な改正内容としては、「インターネット等を活用した著作物利用の 

 円滑化を図るための措置」「違法な著作物の流通抑止のための措置」「障害者の 

 情報利用の機会の確保のための措置」が挙げられる。 

 なお、この改正法は一部を除き原則として平成２２年１月１日に施行される。 

 

（２）日本図書館協会 

  ２０年１１月 

   

 

２０年１２月 

２１年 １月 

  

２１年 ２月 

２１年 ３月 

 ２１年 ６月 

 

 

 ２１年 ７月 

 

  

 

 ２１年 ８月 

・法制問題小委員会に対し、平成２０年度・中間まとめに関する意見を提出した。 

・過去の著作物等の保護と利用に関する小委員会に対し、中間整理に関する意見を 

 提出した。 

・名簿等の利用規制についての意見を公開した。 

・「司書資格取得のために大学において履修すべき図書館に関する科目の在り方に 

ついて」（報告・案）についての意見を提出した。 

・図書館を「市場化テスト」の対象事業にすることについての意見を公開した。 

・「知的財産推進計画 2008」の見直しに関する意見を提出した。 

・国立国会図書館に対し、国立国会図書館「電子図書館」のデジタルコンテンツに 

おける読書障害者のアクセシビリティの確保と「点字図書・録音図書全国総合目 

録」の機能の拡充についての要望を提出した。 

・文部科学大臣に対し、政府刊行物の都道府県立図書館への無償かつ確実な提供を 

求めることについて要請した。 

・文化庁長官に対し、著作権法改正に伴う図書館の障害者サービスの充実に係る法 

 の運用について要望を提出した。 

・図書館に関する政策についての日本図書館協会の質問と政党の回答を公開した。 

・「図書館の整備」を過疎債の対象事業とする要望についての報告を総務大臣に提

出した。 

 

（３）国立国会図書館 

  ２０年１０月 

   

２１年 ７月 

・国立情報学研究所の Webcat Plus と近代デジタルライブラリとの連携を開始し

た。 

・デジタルアーカイブ「PORTA」をリニューアルした。 

・国立国会図書館法の一部を改正する法律が成立、公布された。施行は平成２２年

４月 1日。 

 

２ 福岡県 

 

（１）県・県立図書館など 

  ２１年 ２月 

  

２１年 ４月 

・県立図書館の業務システムの更新に伴い、県内公共図書館等の相互貸借システム 

 を「福岡県図書館情報ネットワーク」に変更した。 

・相互貸借資料の搬送方法を、協力車方式から、各市町村中央館への宅配方式に変

更した。 

 

（２）市町村立図書館など 

 ２１年 ４月 

  

  

・うきは市立図書館が開館した。 

・大木町図書・文化施設開館準備室が設置された。 

・黒木町図書館設置条例が制定された。（９月にリニューアル開館。） 

 


